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１． 調査団員・氏名 



 

 



 

 

資料１  調査団員・氏名 

（１）基本設計調査１（2003年 3月 24日～2003年 5月 12日） 

No. 担当業務 氏  名 役  職 

1  総括  福田 義夫 
 独立行政法人国際協力機構 

 無償資金協力部 業務第一課 課長代理 

2  計画管理  一方井 真紀 
 独立行政法人国際協力機構 

 無償資金協力部 業務第一課 

3  業務主任／水質  柴崎 直明 
 国際航業株式会社 

 海外事業部 コンサルタント部 主任技師 

4 
 給水計画／ 

運営維持管理 
 石田 智 

 国際航業株式会社 

 海外事業部 コンサルタント部 

5 
 水理地質／ 

物理探査 
 浮島 久幸  個人 

6 
 社会状況調査／ 

衛生教育 
 平林 淳利  個人 

7 
 機材計画／積算／

調達計画 
 倉田 隆喜 

 国際航業株式会社 

 海外事業部 コンサルタント部 

8  通訳  伊藤 篤  株式会社テクノスタッフ 

9  業務調整  高橋 将彦 
 国際航業株式会社 

 海外事業部 営業部 

 

（２）基本設計調査２（2003年 11月 24日～2004年 1月 29日） 

No. 担当業務 氏  名 役  職 

1  業務主任／水質  柴崎 直明 
 国際航業株式会社 

 海外事業部 コンサルタント部 主任技師 

2 
 水理地質／ 

物理探査 
 浮島 久幸  個人 

3 
 物理探査 II 
（試掘指導） 

 木原 茂樹 
 国際航業株式会社 

 海外事業部 コンサルタント部 

4  通訳  丸山 忠雄  株式会社テクノスタッフ 

5  業務調整  倉田 隆喜 
 国際航業株式会社 

 海外事業部 コンサルタント部 

 

（３）基本設計概要説明調査（2004年 3月 10日～2004年 3月 21日） 

No. 担当業務 氏  名 役  職 

1  総括  佐藤 公平 
 独立行政法人国際協力機構 

 無償資金協力部 業務第一課 

3  業務主任／水質  柴崎 直明 
 国際航業株式会社 

 海外事業部 コンサルタント部 主任技師 

4 
 給水計画／ 

運営維持管理 
 吉竹 俊治 

 国際航業株式会社 

 海外事業部 コンサルタント部 

7 
 機材計画／積算／

調達計画 
 倉田 隆喜 

 国際航業株式会社 

 海外事業部 コンサルタント部 

8  通訳  丸山 忠雄  株式会社テクノスタッフ 



 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２． 調査行程 



 

 



 

 

資料２  調査行程 

 

（１）基本設計調査１（2003年 3月 24日～2003年 5月 12日） 

総括 計画管理
業務主任/
水質

給水計画/運営
維持管理計画

水理地質/
物理探査

社会状況調査/
衛生教育

機材計画/積算
/調達計画

通訳 業務調整

福田 一方井 柴崎 石田 浮島 平林 倉田 伊藤 高橋

1 3/24 月 （マケドニア）

2 3/25 火 （マケドニア）

3 3/26 水 （マケドニア）

4 3/27 木 マケドニア→ウィーン 関係機関 再委託準備

5 3/28 金 ウィーン→パリ サイト調査 現地再委託準備

6 3/29 土 パリ→ヌアクショット サイト調査 現調準備、空港出迎え

7 3/30 日 サイト調査（ヌアク） 現調準備

8 3/31 月 機材調査 関係機関訪問 現調準備

9 4/1 火 機材調査 上下水道局 現調準備

10 4/2 水 機材調査 M/M署名 現調準備

11 4/3 木 現地再委託準備

12 4/4 金 現地再委託準備

13 4/5 土 物理探査 社会調査 機材調査 現地調査 現地再委託準備

14 4/6 日 （ｱｯｻﾊﾞ州） （ｱｯｻﾊﾞ州）

15 4/7 月

16 4/8 火

17 4/9 水

18 4/10 木 業務調整

19 4/11 金 　団内会議、ﾇｱｸ→

20 4/12 土 →パリ→

21 4/13 日 ﾇｱｸ→ｷﾌｧ ﾇｱｸ調査 ﾇｱｸ調査 ﾇｱｸ調査 →成田

22 4/14 月 ｱｯｻﾊﾞ現調

23 4/15 火 ｱｯｻﾊﾞ現調 (ﾎﾄﾞｴﾙｶﾞﾙﾋﾞ州)

24 4/16 水 ﾎﾄﾞ現調

25 4/17 木 ﾎﾄﾞ現調、ｷﾌｧ

26 4/18 金 ｷﾌｧ→ﾇｱｸ移動

27 4/19 土 ﾇｱｸ→ｶｴﾃﾞｨ ヌアクショット→ (ﾎﾄﾞｴﾙｶﾞﾙﾋﾞ州)

28 4/20 日 ｺﾞﾙｺﾞﾙ掘削現場 →パリ→

29 4/21 月 ﾇｱｸ調査 →成田

30 4/22 火 ﾇｱｸ→ｷﾌｧ

31 4/23 水 ｷﾌｧ→ｱﾕｰﾝ現調

32 4/24 木 ホド現調

33 4/25 金 ホド現調

34 4/26 土 ホド現調→ｷﾌｧ 物理探査 社会調査

35 4/27 日 ｷﾌｧ→ﾇｱｸ移動

36 4/28 月 C/P機関協議

37 4/29 火 関係機関訪問 ｷﾌｧ→ﾇｱｸ移動

38 4/30 水 関係機関訪問 関係機関訪問

39 5/1 木 ヌアク→ダカール 関係機関訪問

40 5/2 金 JICA、大使館報告 資料整理

41 5/3 土 ダカール→ヌアク ｷﾌｧ→ﾇｱｸ移動 資料整理

42 5/4 日 団内会議

43 5/5 月 C/P、ヌアク→

44 5/6 火 →パリ→ 自然条件まとめ社会状況まとめ機材調達まとめ まとめ

45 5/7 水 →成田

46 5/8 木

47 5/9 金

48 5/10 土

49 5/11 日

50 5/12 月

市場調査

資料整理

資料整理

団内会議

C/P機関打合せ、関係機関調査

ﾇｱｸ調査

ｷﾌｧ→ﾇｱｸ移動

ﾇｱｸ→ｷﾌｧ移動

ｱﾕｰﾝ市場調査資料整理・解析

ｷﾌｧ市場調査

C/P打合せ、ヌアクショット→

→パリ→

→成田

ｷﾌｧ市場調査、ｱﾕｰﾝ移動

ｱﾕｰﾝ市場調査

C/P協議、市場調査

市場調査

市場調査

コンサル団員

成田→パリ

パリ→ヌアクショット

関係機関表敬

09:00ANEPA、12:00上下水道局

パリ(11:00)→[AF718]→ヌアクショット(15:35)

サイト調査移動（ヌアクショット→キファ） 成田(12:45)→[AF275]→パリ(17:20)

サイト調査（ヌアクショット）

アッサバ州現地調査

パリ(06:30)、パリ(13:16)→[AF719]

→成田(07:51)

サイト調査（アッサバ州東部）

サイト調査移動（キファ→ヌアクショット）

資料収集、現地調査準備

資料収集、現地調査準備

資料収集、現地調査準備

09:00経済開発省、11:00水利・エネルギー省、13:00財務省税務
局、14:00国立衛生センター、16:00上下水道局

成田(12:45)→[AF275]→パリ(17:20)

パリ(11:00)→[AF718]→ヌアクショット(15:35)

09:30上下水道局、13:00CNRE

資料収集、再委託準備

在セネガル大使館
JICAセネガル事務所

在セネガル大使館、JICAセネガ
ル事務所

ダカール(23:06)→[AF719]→

日順 月日 曜日

官団員

キファ→ｱﾕｰﾝ移動、現調

ｱﾕｰﾝ→ｷﾌｧ移動、現調

ｷﾌｧ→ﾇｱｸ移動、団内会議

10:00上下水道局

10:00M/M署名
ヌアクショット(17:00)→[V7321]→ダカール(18:00)

ダカール→ヌアクショット

現地調査移動（ヌアクショット→キファ）

現地事務所準備、現地調査打合せ

ヌアクショット→キファ移動

資料収集、再委託準備

資料整理、市場調査

資料整理、現調準備 資料整理、現調準備

ﾇｱｸ→ｶｴﾃﾞｨ移動

ｺﾞﾙｺﾞﾙ掘削現場、ﾇｱｸに移動

キファ→ｱﾕｰﾝ移動、現調

ｱﾕｰﾝ→ｷﾌｧ移動、現調

ｷﾌｧ→ﾇｱｸ移動、団内会議

アッサバ州現地調査

 

 



 

 

（２）基本設計調査２（2003年 11月 24日～2004年 1月 29日） 

業務主任/水質
水理地質/物理探査

Ⅰ
物理探査Ⅱ
（試掘指導）

通訳 業務調整

柴崎　直明 浮島　久幸 木原　茂樹 丸山　忠雄 倉田　隆喜

1 11/24 月 成田→パリ

2 11/25 火 パリ→ヌアクショット

3 11/26 水 現地再委託準備

4 11/27 木 現地再委託準備

5 11/28 金 再委託・現調準備

6 11/29 土 再委託・現調準備

7 11/30 日 DHAにて概要書１説明

8 12/1 月 DHAにて概要書１協議

9 12/2 火 DHA協議、再委託

10 12/3 水 DHA協議、再委託 成田→パリ

11 12/4 木 DHA協議、再委託 パリ→ヌアクショット

12 12/5 金

13 12/6 土 ヌアク→ 現地調査準備 ヌアク→ 現地調査準備

14 12/7 日 →パリ→ DHA訪問、現調準備 →パリ→ DHA訪問、現調準備

15 12/8 月 →成田 ヌアク→キファ →成田 現調準備

16 12/9 火 物理探査指導 業務調整、再委託

17 12/10 水 試掘地点決定

18 12/11 木

19 12/12 金

20 12/13 土

21 12/14 日

22 12/15 月 物理探査指導 成田→パリ

23 12/16 火 パリ→ヌアクショット

24 12/17 水 DHA訪問、現調準備 DHA訪問、現調準備

25 12/18 木 ヌアク→キファ ヌアク→キファ

26 12/19 金 現地業務調整

27 12/20 土 現地業務調整

28 12/21 日 キファ→ヌアク

29 12/22 月 物理探査指導 試掘指導 DHA訪問、報告

30 12/23 火 ヌアク→

31 12/24 水 →パリ→

32 12/25 木 →成田

33 12/26 金

34 12/27 土 アユーン→キファ

35 12/28 日 キファ→ヌアク

36 12/29 月 DHA訪問、報告

37 12/30 火 ヌアク→

38 12/31 水 →パリ→

39 1/1 木 →成田

40 1/2 金

41 1/3 土

42 1/4 日

43 1/5 月

44 1/6 火

45 1/7 水

46 1/8 木

47 1/9 金

48 1/10 土

49 1/11 日

50 1/12 月

51 1/13 火

52 1/14 水

53 1/15 木

54 1/16 金

55 1/17 土

56 1/18 日

57 1/19 月

58 1/20 火

59 1/21 水

60 1/22 木

61 1/23 金

62 1/24 土

63 1/25 日 アユーン→キファ

64 1/26 月 キファ→ヌアク

65 1/27 火 DHA訪問、ヌアク→

66 1/28 水 →パリ→

67 1/29 木 →成田

試掘地点確認、試掘指導

DHA協議、再委託

団内会議、再委託準備団内会議、再委託準備

試掘地点確認、試掘指導

試掘地点確認、試掘指導

現地再委託準備

現地再委託準備

再委託・現地調査準備

再委託・現地調査準備

DHAにて概要書１説明

DHAにて概要書１協議

DHA協議、再委託

DHA協議、再委託

コンサル団員

成田→パリ

パリ→ヌアクショット

日順 月日 曜日

 

 



 

 

（３）基本設計概要説明調査（2004年 3月 10日～2004年 3月 21日） 

 年月日 曜

日 官団員 業務主任 
給水計画／運営維持管

理、機材計画／積算／調

達計画、通訳 
1 2004.3.10 水  成田→パリ 成田→パリ 
2 2004.3.11 木  パリ(AF764)→ヌアクシ

ョット 
パリ(AF764)→ヌアクシ
ョット 

3 2004.3.12 金  団内打合せ 団内打合せ 
4 2004.3.13 土 成田（JL405、11:10発）→

パリ（15:45着） 
水利・エネルギー省上下

水道局表敬 
水利・エネルギー省上下

水道局表敬 
5 2004.3.14 日 パリ（MR768、16:45 発）

→ヌアクショット（21:00
着） 

水利・エネルギー省上下

水道局協議 
水利・エネルギー省上下

水道局協議 

6 2004.3.15 月 水利エネルギー省、経済開
発省表敬、上下水道局協議

水利エネルギー省、経済

開発省表敬、上下水道局

協議 

水利エネルギー省、経済

開発省表敬、上下水道局

協議 
7 2004.3.16 火 現地調査（ヌアクショット

→キファ） 
現地調査（ヌアクショッ

ト→キファ） 
現地調査（ヌアクショッ

ト→キファ） 
8 2004.3.17 水 現地調査（キファ→ヌアク

ショット） 
現地調査（キファ→ヌア

クショット） 
現地調査（キファ→ヌア

クショット） 
9 2004.3.18 木 ミニッツ協議・署名、ヌア

クショット(MR461、16:00
発)→ダカール(16:50着) 

ミニッツ協議・署名、ヌ

アクショット(MR461、
16:00 発 )→ダカール
(16:50着) 

ミニッツ協議・署名、

ANEPA 協議、ヌアクシ
ョット(AF765、23:55発)
→（パリ） 

10 2004.3.19 金 JICA 事務所報告、大使館
報告 

JICA 事務所報告、大使
館 報 告 、 ダ カ ー ル

(AF719、23:45発)→（パ
リ） 

パリ→（成田） 

11 2004.3.20 土 （セネガル国地方村落給
水計画基本設計調査団参

団） 

パリ→（成田） 成田 

12 2004.3.21 日  成田  
 

 

 



 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３． 関係者（面会者）リスト 



 

 



 

 

資料３  関係者（面会者）リスト 

 

（１）基本設計調査１（2003年 3月 24日～2003年 5月 12日） 

(1) 水利・エネルギー省 

氏名 所属 

Kane Moustapha 水利・エネルギー省大臣 

Hamedi Ould Mohamed Lemine 上下水道局 局長 

Moussa Ould Hmednah 上下水道局 副局長 

Zakaria Mamadou 上下水道局村落放牧地給水課 課長 

Sidi Mohamed Ould Elayouta 上下水道局アッサバ州事務所 所長 

Abdid Jobo 上下水道局ﾎﾄﾞｴﾙｶﾞﾙﾋﾞ州事務所 所長 

Ahamed Ould Wadady 上下水道局都市給水課 課長 

Mohammed Yakoub EU地方ソーラー給水プロジェクト顧問 

Mohamed El Moctar 国家水資源センター（CNRE） 次長 

Sidi Mohamed Ould Taleb Amar 国家上下水道事業団（ANEPA） 総裁 

 

(2) 経済開発省 

氏名 所属 

Sidi Mohamed Ould Bakha 財務局 局長 

Limam Ahmed Ould Mohamedou 財務局経済協力課 課長 

 

(3) 厚生省 

氏名 所属 

Lo Baindy Boubou 国立衛生センター 所長 

Isselnou Ould Elghady 国立衛生センター 研究課 

Sid M’hamed Ould Lebatt ギニアウォーム撲滅対策室 所長 

Mohamed Ould Alew ギニアウォーム撲滅対策室 次長 

Mohamed Nezhir Ould Hamed 計画協力統計局 局長 

Roughaya Habott 計画協力統計局調整協力課 課長 

Mohamed Idoumou Ould Mohamed Vall 衛生予防局 局長 

Abdel Kader Ahmed 衛生予防局衛生教育課 課長 

Niang Fooiaou Aoro 住血吸虫撲滅対策室 所長 

Abdallah Ould El Vally ホドエルガルビ州保健局長 

Abdallah Ould Brahim ホドエルガルビ州コベニ県保健センター

担当医 
Haliboulah Ould Ramah アッサバ州保健局 

 



 

 

(4) 財務省 

氏名 所属 

Lemhaba Ould Sidi 税務局 次長 

Colouel Mohamed Sidina 税務局特別制度課 課長 

 

(5) UNICEF 

氏名 所属 

Issa Coulibaly 衛生プロジェクト担当 

 

(6) WHO 

氏名 所属 

Abderrahmane Kharchi マラリア対策プロジェクトオフィサー 

 

(7) GTZ 

氏名 所属 

Eric Verschueren 技術顧問 

Ahmed Ould Aidde 技術顧問補佐 

 

(8) World Vision 

氏名 所属 

John Shadiiel 視聴覚教材開発担当 

 

(9) AMDS（キファに本部のある NGO） 

氏名 所属 

Ngaide Mamadou Moctar 事務局長 

 

(10) キファ市飲料水供給施設整備計画 

氏名 所属 

高島 洋 株式会社鴻池組 所長 

永吉 紘一 八千代エンジニアリング株式会社 参与 

 

(11) 在セネガル日本国大使館 

氏名 所属 

中山 邦夫 在セネガル日本国大使館二等書記官 

 

 

 

 



 

 

(12) JICAセネガル事務所 

氏名 所属 

小西 淳文 JICAセネガル事務所 所長 

小森 正勝 JICAセネガル事務所 所員 

 

 

（２）基本設計調査２（2003年 11月 24日～2004年 1月 29日） 

(1) 水利・エネルギー省 

氏名 所属 

Hamedi Ould Mohamed Lemine 上下水道局 局長 

Zakaria Mamadou 上下水道局村落放牧地給水課 課長 

Sidi Mohamed Ould Elayouta 上下水道局アッサバ州事務所 所長 

Abdid Jobo 上下水道局ﾎﾄﾞｴﾙｶﾞﾙﾋﾞ州事務所 所長 

 

 

（３）基本設計概要説明調査（2004年 3月 10日～2004年 3月 21日） 

(1) 水利・エネルギー省 

氏名 所属 

Cheikh Saad Bouh Kamara 水利・エネルギー省大臣 

Sidi Mohamed Ould Moine 水利・エネルギー省次官 

 

(2) 水利・エネルギー省上下水道局 

氏名 所属 

Hamedi Ould Mohamed Lemine 上下水道局 局長 

Zakaria Mamadou 上下水道局村落放牧地給水課 課長 

Sidi Mohamed Ould Elayouta 上下水道局アッサバ州事務所 所長 

 

(3) 経済開発省 

氏名 所属 

Sidi Mohamed Ould Bakha 財務局 局長 

Limam Ahmed Ould Mohamedou 財務局経済協力課 課長 

 

(4) 在セネガル日本国大使館 

氏名 所属 

中山 邦夫 在セネガル日本国大使館二等書記官 

 

 



 

 

(5) JICAセネガル事務所 

氏名 所属 

小西 淳文 JICAセネガル事務所 所長 

横倉 順治 JICAセネガル事務所 所員 

山形 律子 JICAセネガル事務所 所員 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４． 当該国の社会経済状況（国別基本情報抜粋） 



 

 



 

 

 



 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５． 討議議事録（M/D）等



 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６． 基本設計概要表 



 

 

 



 

 

 

資料６  基本設計概要表 

 

１．案件名 

 モーリタニア・イスラム共和国 第二次ギニアウォーム撲滅対策飲料水供給計画 

２．要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

・ モーリタニア・イスラム共和国（以下、「モ」国と略す）は、国土の 2/3 がサハラ砂漠に覆われ

ており、さらに 1973 年からの度重なる干ばつのため慢性的な水不足の状態にある。特に、地方

の住民は水質の悪い浅井戸や水溜り等に飲料水を求めざるを得ず、こうした状況によりギニアウ

ォーム等の寄生虫や下痢等の水因性疾患が発生しており、「モ」国における乳幼児の死亡率およ

び罹患率の高さの一因になっている。また、村落部の女性や子どもは飲料水を求めて遠隔地まで

水汲みをする重労働を強いられており、教育機会の低減にもつながっている。そのため、「モ」

国は 2000 年 12 月に「貧困削減戦略ペーパー」（PRSP）を作成したが、2001～04 年を対象とし

た PRSP の 5 つの優先分野のなかには、水供給分野と衛生分野の 2つが含まれている。その後、

「モ」国は上位計画である PRSP に関連させて 2001 年に飲料水供給国家計画を策定し、2015 年

を目標として人口 150 人以上の村落すべてに最低 1箇所の近代的な水源の設置と、人口 500 人以

上のすべての村落に 1日 1人あたり 20ℓ以上の水を供給できる飲料水給水施設の設置に取り組ん

でいる。「モ」国政府は、従来から水部門の開発を最優先政策として掲げ、地方住民を対象とし

た地下水開発を進めてきた。 

・ 本協力対象地域のアッサバ州東部およびホドエルガルビ州は、首都のヌアクショットから 600～

800km 離れた「モ」国南部の内陸地帯に位置しており、「モ」国の中でも貧困層の割合が高い州

である。また、安全な水へのアクセス状況は悪く、住民は飲料水や家畜用水が確保できなくなる

と、村ごと別の地域に移住したり遊牧により家畜とともにマリ方面に出かけたりする生活を余儀

なくされている。こうした不安定な水事情は、住民の健康維持や安定した生活基盤の確保に支障

をきたしているだけでなく、社会発展や産業振興にも大きな影響を与えており、都市部への人口

集中などの弊害も発生している。本協力の対象村落はアクセスの悪い砂漠や岩盤地帯に分布して

おり、「モ」国の自助努力では飲料水として安全かつ十分な地下水を開発することが困難である

ため、本協力の対象として選定した。 

３．プロジェクト全体概要 

（１） プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲および規模） 

アッサバ州東部およびホドエルガルビ州の 47 村落において安全な水が持続的に供給される。 

〔裨益対象：モーリタニア国アッサバ州東部およびホドエルガルビ州の 47 村落の住民約 24,500 人（2006

年）〕 

 

（２） プロジェクト全体計画の成果 

ア． 47 箇所の給水施設が建設される 

イ． 給水施設の持続的な運営・維持管理体制が整備される 

ウ． 調査用機材および運営・維持管理用機材が調達される 

 

（３） プロジェクト全体計画の主要活動 

ア． 給水施設を建設する。 

イ． プロジェクト運営のための人員を配置し、運営・維持管理の技術訓練を実施する。 

ウ． 給水施設のスペアパーツを調達する。 

エ． 給水施設の運営・維持管理を行う。 

 



 

 

 

（４） 投入（インプット） 

ア． 日本側（＝本案件）：無償資金協力 6.32 億円 

イ． モーリタニア国側 

(ｱ) 必要な人員 

(ｲ) 必要井戸掘削機材（過去の日本調達機材） 

(ｳ) 運営・維持管理用資機材 

(ｴ) 給水施設・調達機材の運営・維持管理に係る経費 

 

（５） 実施体制 

実施機関： 水利・エネルギー省上下水道局 

４．無償資金協力案件の内容 

（１） サイト 

  モーリタニア国アッサバ州東部およびホドエルガルビ州の 47 村落 

 

（２） 概要 

ア． 上記 47 村落において、40 箇所の足踏み式ポンプ付深井戸給水施設（レベル 1給水施設）と

7箇所の動力ポンプ付深井戸及び高架水槽を含む給水施設（レベル 2給水施設）の建設 

イ． 調査用機材、運営維持管理用機材の調達 

ウ． 対象村落および実施機関を対象にした運営・維持管理に関する技術指導 

 

（３） 相手国側負担事項 

ア． 給水施設建設用地の確保・整地 

イ． 給水施設周辺の家畜よけフェンスの設置 

 

（４） 概算事業費 

  概算事業費 6.36 億円（無償資金協力 6.32 億円、モーリタニア国側負担 0.03 億円） 

 

（５） 工期 

  詳細設計・入札期間を含め約 32 ヶ月（予定） 

 

（６） 貧困・ジェンダー、環境および社会面への配慮 

本案件は安全な飲料水の持続的供給を目的としたものであり、農村部住民の健康や生活改善に直接寄与す

るとともに、貧困解消や女性・子供の水汲み労働の低減につながるものである。 

５．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 

• 「モ」国の給水や衛生政策に大幅な変更がない。 

• 人口の急激な増加や移動がない。 



 

 

 

• 予見を超えた干ばつや地下水位の低下が発生しない。 

• 政変等の突発事態や治安の悪化が発生しない。 

６．過去の類似案件からの教訓の活用 

• 既存の井戸給水施設には家畜用水飲み場が設置されているが、多くの家畜が井戸周辺に集まるため

地表部が糞尿等で非衛生的になり硝酸による地下水汚染が発生する危険があるため、本計画では建

設する給水施設は住民のための飲料用に限定し、家畜用水飲み場を建設せず、井戸周辺に家畜よけ

フェンスを設置する。 

• 我が国が実施した「第一次ギニアウォーム撲滅対策飲料水供給計画」で設立した村落水委員会はプ

ロジェクト実施後もよく機能しているので、本計画でもソフト・コンポーネントの活用により水委

員会の設立や運営・維持管理の技術支援を行う。 

• これまでに実施された他機関の井戸給水プロジェクトでは実施機関地方事務所の運営・維持管理体

制が整備されず、村落水委員会からの故障等の連絡に対して十分な対応が取れなかったため、本計

画では地方事務所に運営維持管理用機材を調達するとともにソフト・コンポーネントによる技術支

援を行い、村落の巡回や水委員会と維持管理機関である国家上下水道事業団（ANEPA）、スペアパー

ツ代理店の３者間の連絡調整を密接に取れるようにする。 

７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（１） プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 アッサバ州東部およびホドエルガルビ州全体（ただし、州都と県都を除く） 

 現状 目標年（2006 年） 

給水人口 約 25,000 人 約 49,500 人 

給水率 約 8％ 約 16％ 

 

（２） その他の成果指標 

ア． 水因性疾患発生率の減少 

イ． 女性と子供の水汲み労働時間の短縮 

 

（３） 評価のタイミング 

2006 年以降（施設完工後） 

 



 

 

 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７． 参考資料・入手資料リスト 



 

 

 



 

 

 

調査名： モーリタニア国第二次ギニアウォーム撲滅対策飲料水供給計画基本設計調査 

 

番号 名  称 
形態 

図書・ビデオ 

地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ・ｺ

ﾋﾟｰ 
発行機関 発行年 

1 LES RESSOURCES EN 
EAU SOUTERRAINE DE 
LA MNURITANIE 

図書 ｺﾋﾟｰ Ministere de I'Hydraulique et de 
I'Energie, Direction de 
I'Hydraulique 

1989 

2 La Lutte Contre Le 
Paludisme, L'avitaminose a 
et la Dirrhee Integree a 
L'eradication Du Ver de 
Guinee 

図書 ｺﾋﾟｰ 厚生省 1996 

3 NOMBRE DE CAS DE 
VER DE GUINEE 1990, 
1994, 1999 

図書 ｺﾋﾟｰ 厚生省 2000 

4 Situation du Programme 
National D'eradication du 
ver de Guinee 

図書 ｺﾋﾟｰ 厚生省 1994 

5 Code de l'eau 図書 ｺﾋﾟｰ Ministere de I'Hydraulique 
et de I'Energie, Direction 
de I'Hydraulique 

1990 

6 Atlas de La Republique 
Islamique de Mauritanie 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ EDITIONS JEUNE 
AFRIQUE 

1977 

7 州境界、村落名、村落位
置 

図書 ｺﾋﾟｰ NIMA (National imagery 
and Mapping Agency, 
U.S.) 

2003 

8 REPERTOIRE DES 
VILLAGES DE LA 
MAULITANIE 

図書 ｺﾋﾟｰ 統計局 1994 

9 Schema Directeur pour La 
Mise en Valeur des 
Ressoures en Eau 

図書 ｺﾋﾟｰ Ministere de I'Hydraulique 
et de I'Energie, Direction 
de I'Hydraulique 

1990 

10 Hydraulique 
Rurale/Programme 
Quinquennal 1992-1996 
D'investssement 

図書 ｺﾋﾟｰ Ministere de I'Hydraulique 
et de I'Energie, Direction 
de I'Hydraulique 

1992 

11 Declaration de Politique 
Pour le Developpement des 
Secteurs de l’Eau et de 
l’Energie 

図書 ｺﾋﾟｰ Ministere des Affaires 
Economiques et du 
Developpement 

1991 

12 APPROVISIONNEMENT 
EN EAU EN MII. IEU 
RURAL EN 
REPUBLIQUE 
ISLAMIQUE DE 
MAURITANIE 

図書 ｺﾋﾟｰ CEAO（西アフリカ経済共
同体） 

1991 

13 モーリタニア・イスラム
共和国 ギニアウォーム
撲滅対策飲料水供給計画
事前調査資料 

図書 ｺﾋﾟｰ JICA 1996 

14 モーリタニア・イスラム
共和国 キファ市飲料水
供給施設整備計画基本設
計調査報告書 
 

図書 ｺﾋﾟｰ JICA 2001 



 

 

 

番号 名  称 
形態 

図書・ビデオ 

地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ・ｺ

ﾋﾟｰ 
発行機関 発行年 

15 Public Investment 
Programme 1994-1996: 
Strategies and Prospects 

図書 ｺﾋﾟｰ Ministere de I'Hydraulique 
et de I'Energie 

1994 

16 ANNUAIRE 
STATISTIQUE, 1998 
“JORNAL OFFICIEL DE 
LA REPUBLIQUE 
ISLAMIQUE DE 
MAURITANIE, LOI DE 
FINANCES POUR 
L’ANNEE 1999” , “LOI 
DE FINANCES POUR 
L’ANNEE 2000” 

図書 ｺﾋﾟｰ Ministere de I'Hydraulique 
et de I'Energie 
 

2001 

17 Notice explicative de la 
carte geologique a 
1/1000,000 de la 
Mauritanie 

地図 ｺﾋﾟｰ BUREAU DE 
RECHERCHES 
GEOLOGIQUES ET 
MINIERES 

1975 

18 Giologie en Mauritanie 
4eme As 

図書 ｺﾋﾟｰ EDISUD 1989 

19 調査対象地域（Assaba州, 
Hodh El Gharbi州）におけ
る各県の人口推移 

図書 ｺﾋﾟｰ GeoHive Glabal Statistics 2003 

20 Giologie de la Mauritanie 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ UNIVERSITE DE NICE - 
SOPHIA ANTIPOLIS 

1991 

21 ・KIFFA  
・BOUMDEID  
・KANKOSSA  
・TAMCHEKKET 
・BOU DEGRA 
・NIORO 
 (1/200,000地形図) 

地図 ｺﾋﾟｰ INSTITUT 
GEOGRAPHIQUE 
NATIONAL, FRANCE 

1978 

22 ・St. LOUIS 
・BAMAKO 
・TDJIKJA 
・DAKAR 
 (1/1,000,000地形図) 

地図 ｺﾋﾟｰ INSTITUT 
GEOGRAPHIQUE 
NATIONAL, FRANCE 

1964 

23 ・DAGANA 
・MBOUT 
・PODOR 
・KAEDI 
 (1/200,000地質図) 

地図 ｺﾋﾟｰ BUREAU DE 
RECHERCHES 
GEOLOGIQUES ET 
MINIERES 

1968 

24 モーリタニア全土 地質
図(1/1,000,000) 

地図 ｺﾋﾟｰ BUREAU DE 
RECHERCHES 
GEOLOGIQUES ET 
MINIERES 

1968 

25 モーリタニア全図 
(1/2,500,000) 

地図 ｵﾘｼﾞﾅﾙ INSTITUT 
GEOGRAPHIQUE 
NATIONAL, FRANCE 
 

1993 

26 PROJECT APPRAISAL 
DOCUMENT ON A 
PROPOSED LEARING 
AND INNOVATION 
LENDING CREDIT IN 

図書 ｺﾋﾟｰ Human Development II 
Africa Regional Office 
The World Bank 

1999 



 

 

 

番号 名  称 
形態 

図書・ビデオ 

地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ・ｺ

ﾋﾟｰ 
発行機関 発行年 

THE AMOUNT OF SDR 
3.6 MILLION (US$4.9 
MILLION 
EQUIVALENT) TO THE 
ISLAMIC REPUBLIC OF 
MAURITANIA FOR A 
NUTRITION, FOOD 
SECURITY AND 
SOCIAL MOBILIZATION 

27 POVERTY REDUCTION 
STRATEGY PAPER 

図書 ｺﾋﾟｰ Islamic Republic of 
Mauritania 

2000 

28 Documents Politico- 
Strategiques 

図書 ｺﾋﾟｰ Minitrere de la Sante et des 
Affairs Sociales 

2003 

29 Resultats de L’enquete 
Nationale de Depistage 
ACTIF des Cas de 
Dracunculose (Octobre 
1999 -Mars 2000) 

図書 ｺﾋﾟｰ Programme National 
D’eradication du ver de 
Guinee 

2001 

30 ３． Rapport de la 
Mauritanie [Huitieme 
Reunion des 
Coordinnateurs des 
Programmes Nationaux  
D’eradication du Ver de 
Guinee] 

図書 ｺﾋﾟｰ Dr Sid M’hamed Ould 
Lebatt, Programme 
National d’Eradication Ver 
de Guine’e 

2003 

31 Rapport de la Mauritanie 
[Rencontre Transfrontaliere 
(Mauritanie, Mali, et 
Senegal) Sur le Ver de  
Guinee] 

図書 ｺﾋﾟｰ Dr Sid M’hamed Ould 
Lebatt, Programme 
National d’Eradication Ver 
de Guine’e 

2002 

32 Organisation de Ministere 
de la Sante et des Affaires 
Socials 

図書 ｺﾋﾟｰ Ministere de la Sante et de 
Affaires Socials 

2003 

33 Mauritania Water Solar 
System: A sustainable 
approach for villages and 
small towns 

図書 ｺﾋﾟｰ Water and Sanitation 
Program, The World Bank 

2000 

 



 

 

 

調査名： モーリタニア国第二次ギニアウォーム撲滅対策飲料水供給計画基本設計調査（第二年次） 

番号 名  称 
形態 

図書・ビデオ 

地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ・ｺ

ﾋﾟｰ 
発行機関 発行年 

1 Présentation de la Direction 
de l’Hydraulique et de 
l’Assainissement 

図書 ｺﾋﾟｰ
（PDF） 

Direction de l’Hydraulique et de 
l’Assainissement (DHA) 

2003 

2 Bilan de réalisations pour 
la période 1997-2003 et 
perspectives avenirs 

図書 ｺﾋﾟｰ 
（PDF） 

Ministère de l’Hydraulique 
et de l’Energie 
DIRECTION DE 
L’HYDRAULIQUE ET 
DE L’ASSAINISSEMENT 

2003 

3 NOTE SUR LA SANTE 
ET L’ACTION SOCIALE 

図書 ｺﾋﾟｰ 
（PDF） 

REPUBLIQUE 
ISLAMIQUE DE 
MAURITANIE 

2001 

4 SERVICE 
D’ASSAINISSEMENT 

図書 ｺﾋﾟｰ 
（PDF） 

DIRECTION DE 
L’HYDRAULIQUE ET ET 
DE 
L’ASSAINISSEMENT 

2003 

5 CELLULE 
COORDINATION & 
PROGRAMMATION 

図書 ｺﾋﾟｰ 
（PDF） 

Direction de l’Hydraulique 
et de l’Assainissement 
(DHA) 

2003 

6 ORGANISATION DE LA 
GESTION DE L’EAU 
POTABLE DANS LES 
PETITES VILLES 

図書 ｺﾋﾟｰ 
（PDF） 

DHA & ANEPA 2002 

7 Organigramme de la 
Direction de l’Hydraulique 
et de l’Assainissement 

図書 ｺﾋﾟｰ 
（PDF） 

DHA 2003 

8 CELLULE DE 
COORDINATION ET DE 
PROGRAMMATION 
Note sur la Situation de la 
Desserte en Eau Potable en 
Mauritanie en 2003 
PRESENTATION 

図書 ｺﾋﾟｰ 
（PDF） 

Direction de l’Hydraulique 
et de l’Assainissement 
(DHA) 

2003 

9 CELLULE DE 
COORDINATION ET DE 
PROGRAMMATION 
Note sur la Situation de la 
Desserte en Eau Potable en 
Mauritanie en 2003 
WILAYA DU 
HODH GHARBI 

図書 ｺﾋﾟｰ 
（PDF） 

Direction de l’Hydraulique 
et de l’Assainissement 
(DHA) 

2003 

10 Monographie de 
l’approvisionnement en eau 
potable par réseau 
d’adduction d’eau ou par 
station de pompage 
motorisée ASSABA 

図書 ｺﾋﾟｰ 
（PDF） 

Etude financée par le Fonds 
d’Aide et de Coopération 
de la République française 
Projet « Appui 
institutionnel à la Direction 
de l’hydraulique » 

2001 

11 Adduction d’eau potable en 
milieu rural Guide des 
projets 

図書 ｺﾋﾟｰ 
（PDF） 

République Islamique de 
Mauritanie, Ministère de 
l’hydraulique et de 
l’énergie,  Direction de 
l’hydraulique et de 
l’Assainissement 

2000 



 

 

 

番号 名  称 
形態 

図書・ビデオ 

地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ・ｺ

ﾋﾟｰ 
発行機関 発行年 

12 BILAN DES 
REALISATIONS DE 
L’HYDRAULIQUE ET 
DE L’ENERGIE 
PENDANT LA PERIODE 
1997-2003 

図書 ｺﾋﾟｰ 
（PDF） 

MINSTERE DE 
L’HYDRAULIQUE ET 
DE L’ENERGIE 

2003 

13 NOTE SUR LA SANTE 
ET L’ACTION SOCIALE 

図書 ｺﾋﾟｰ 
（PDF） 

REPUBLIQUE 
ISLAMIQUE DE 
MAURITANIE 

2001 
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